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MEDIATHEQUE AS THE WHEREABOUTS
INTERFERE WITH EACH OTHER SPACE
足立祐也
Yuya ADACHI
指導教員　大江新
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻
　Rather than "cut off" the components of the architectural space, such as ceilings, floors, 
walls, for, taken as a "link" for, regardless of the horizontal direction, vertical direction, 
have a connection in the entire building, and space-space, to create a new relationship 
between people and diverse is the purpose of this study and. Building type that can put 
Mediatheque, go to rebuild the relationship between several different programs, we further 
explore the possibilities of Mediatheque.
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1. 序
1) はじめに
　21 世紀の現在に至っても、ル・コルビュジェによって
提唱された「ドミノシステム」が多くの建築の主流といえ
る。これらはスラブによって垂直方向の関係性が分断さ
れ、フロアが独立したものとして積層し、内部空間が均質
なものとなっている。また、内部空間は床、壁、天井とい
う基本的な要素で構成されているが、主にこれらの構成要
素は「仕切る」、「隔てる」などと言った 2 つ、あるいは
複数の空間同士の関係を断つための役割を果たしている。
2000 年以降の急速なインターネットの普及により、私た
ちのなかには SNS（ソーシャルネットワークサービス）
が浸透している。これによって、今までには無かったよう
な、つながっていないようでつながっている、また、つ
ながっているようでつながっていないというようなイン
ターネット的なつながりとも言える曖昧で複雑な人と人
との関係性や距離感をつくりだした。このような関係性や
距離感はこれからの建築空間においても作用し得る要因
ではないだろうか。
インターネットの普及は新しいビルディングタイプを生
み出す一因ともなっている。図書館はメディアテークへと
姿を変え、様々な目的のため多世代の人々が訪れる、より
開かれた施設となっている。一方で、この開いた空間や人
との関係は強制的とも言え、人によっては落ち着かず、居
場所として居心地の悪さを感じたり、図書館特有の人と本
との関係を希薄にしてしまっている一面もある。
2) 研究目的
　床・壁・天井といった建築空間の構成要素を「断つ」
ためのものではなく、「つなぐ」ためのものとして捉え、
水平方向、垂直方向を問わず、建築全体でつながりをもち、
空間と空間、そして人と人との多様で新たな関係を創造す
ることが本研究の目的である。メディアテークというビル
ディングタイプおいて、複数の異なるプログラムの関係性
を再構築していくことで、メディアテークのさらなる可能
性を探っていく。
2. 事例研究
1) 水平方向のつながり
　ここでは特に水平方向のつながりに特徴がある、バーク
レー・アート・ミュージアム（伊東豊雄）、スタッドシア
ター・アルメラ（SANAA）、登別グループホーム（藤本
壮介）、安中環境アートフォーラム（藤本壮介）、以上の 4
つの事例を挙げ、研究を行う。
2) 垂直方向のつながり
図 01. バークレ ・ーアート・ミュージアム（左）
図 02. スタッドシアター・アルメラ（右）
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　ここでは特に垂直方向のつながりに特徴がある、イエノ
イエ（平田晃久）、梅林の家（妹島和世）、桜台の住宅（長
谷川豪）、ニューヨーク近代美術館（谷口吉生）、以上の 4
つの事例を挙げ、研究を行う。
3. 新しい図書館
1) インターネット時代の本の存在価値
　今日の情報化社会の中で、本の存在が薄れてきている。
何か調べ物をする時、図書館へ行き、様々な本を手にしな
がら欲しい情報を見つけ出すことは少なくなってきた。イ
ンターネットの出現によって、調べたいもののキーワード
を打ち込めば、すぐにその情報が手に入れられるように
なった。しかし、本が持つ独自の魅力もたくさんある。今
後、本の存在価値はどのように変化していくのか。そして
図書館はどのように形を変えていくのか。これからの時代
の本とインターネットの新しい関係や、紙媒体の本が持つ
魅力など、本そのものの在り方について考える。
　得られる情報の濃さ、情報にたどりつくまでの時間な
ど、本とインターネットにはそれぞれ異なる長所がある。
情報取得にはこの両者を適宜選択し、共存させていくこと
が最適な関係であるといえるだろう。
2) メディアテーク事例研究
　情報化社会の流れを受け、図書館は本が中心のビブリオ
テークから、他のメディアと本が並列的なメディアテーク
と変化している。
　メディアテークやそれに近い特徴をもった新しい図書
館である、せんだいメディアテーク（伊東豊雄）、武蔵野
プレイス（kw+hg アーキテクツ）、金沢海みらい図書館
（シーラカンス K&H）、K Library（CAt）、以上の 4 つの
事例を挙げ、プログラム構成について分析を行う。
　次々とメディアセンター化する図書館であるが、共通の
特徴として大きなワンルームであることがあげられる。開
放的であり、使われ方を規定しすぎず、多様性を生もうと
している。しかし、誰もが開いたコミュニケーションを求
めているとは言い難く、個人の居場所が見つけづらくなっ
ている。また開き過ぎた結果、図書館の絶対的な存在であ
る本と人との関係が希薄になっているのが現状である。
4. 設計
1) コンセプト
　一般的な積層建築のようなスラブの反復により、異なる
フロア同士のつながりが断絶され、1 つの空間で関係性が
完結してしまうようなものではなく、スラブや壁の操作に
より、水平方向、垂直方向問わず建築全体でつながり、関
係性をもつことのできる建築を目指す。
　メディアテークは複数のプログラムにより構成され、多
目的に多世代が訪れる施設である。ゆえに建築内で人々が
絶えず活発に動きまわることが予想できる。空間同士が干
渉し合い、そこに人が流れていくことで今まで関係が希薄
であったプログラム同士の新たな関係性が生まれる。
2) ダイアグラム
　本計画では、せんだいメディアテークに見られるよう
に、図書館を 1 フロアにすべて配置するのではなく、立
体的に配置していくことで図書館を軸として垂直方向の
関係を作っていく。水平方向においては図書館と図書館、
あるいは図書館と別のプログラムの空間がかみ合うよう
に配置し、かみ合った空間が異なる空間同士をやわらかく
つないでいく役割を果たし、プログラム同士が干渉し合う
空間となる。また垂直方向の関係を強くしていくために、
水平方向の空間のかみ合い以外に、垂直方向においても相
互に関係性が深いプログラム同士が重なるように配置し
ていく。
3) シーン
a) シーン 1
　垂直方向に配置された図書館内を吹き抜けが連続し、フ
ロア同士がつながっていく。
図 03. 桜台の住宅（左）
図 04. ニューヨーク近代美術館（右）
図 05. 本とインターネットの関係
図 08. 図書館配置ダイアグラム
図 06. せんだいメディアテーク（左）
図 07. 金沢海みらい図書館（右）
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5. 結
1) おわりに
　本計画では空間面において床、壁、天井の操作で、また
プログラム面においては本を軸に再構成することで、今日
の効率化を優先する建築にはない、建築全体でつながりを
もった豊かな空間が実現できたのではないだろうか。
　図書館の進化系と言えるメディアテークは開いていく
と同時に、ビブリオテークのように本に囲まれた空間の中
で彷徨い歩き、本と人の密接な関係を残してべきだと考え
る。
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b) シーン 2
　吹き抜けのヴォイドには残った壁が交錯し、複数の空間
が垂直方向に重なり、干渉し合う。
c) シーン 3
　複数の空間をつなぐ斜めの開口は大きさによっ
て、つながり方の濃さが異なる。均質に 0 か 1 と分
けるのではなく、0 と 1 の間でグラデーションがか
かったようなつながり方をする。
図 09. シーン 1 パース
図 10. シーン 2 パース
図 11. シーン 3 パース
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